















1）例えば、世界 1000 社を対象にした R&D 支出額のランキング調査（2010 年度）で














発枠組計画（Framework Programme for Research and Technological Development : FP）
を策定し、基礎研究事業、人材育成事業、研究基盤事業、産学連携事業の 4 つ
のプログラムを実施している。製薬産業や、それと関連の深いバイオテクノロ
ジー産業、ライフサイエンス産業は、第６次（2002 年～ 2006 年）および第７
次（2007 年～ 2013 年）FP において重点分野として指定されている。また、
2002 年には、EU 委員会によって「ライフサイエンスとバイオテクノロジーの


































































































2010 年度における医薬品産業部門の売上高上位 10 位 3)にランキングされた






産業が占める割合は、域内総生産額の約 23.4 ％（10,203 百万スイスフラン）、




































































































































































15,000 人、学生は約 100,000 人である 7)。大学は自らが有する技術や研究成果
を学内だけにとどめておくのではなく、民間に移転することを目的とした技術
















ルタント企業やサプライ企業も会員として加盟している 8)。2003 年 7 月時点で
7）http://www.biovalley.com/ (2011 年 11月 12日検索)
8）バイオバレー事業では、加盟主体が R&D 企業、サービス・コンサルタント企業、


































多い会員を擁し（ 2 5 1 会
員）、次いで北西スイス
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オバレー事業開始後 2003 年までに設立されたものは、135 企業 3 研究機関で
ある。それらの新たに設立された企業・研究機関は、南バーデンの 51、北西
スイスの 59 に比べて、アルザスでは大幅に少なく 28 にとどまっていた。こう
した新規企業の多くは、大学やバーゼルの大手化学企業からのスピンオフであ
る（Schröder, 2004）。

















































グⅡ（1997 － 2000 年）、インターレグⅢ（2000 － 2006 年）およびインター
レグⅣ（2007 － 2013 年）の各期間ともに、総事業費の約 35 ％を占め最も出
資額が大きい。EU の出資は、あくまで EU 域内にあるアルザスと南バーデン
に対する財政的援助であり、両地域の出資総額に相当する額となっている。こ































































































































要」（http://www.booz.com/media/file/111025release_Original_CL.pdf, 2011 年 11 月 3 日検
索）
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